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Abstra(:t

The30MCVHF/FM police radio eq11ipments,that wedesigned,madeandrep･

ortedpreviouslyinthisreview,arenOW being used effectively by the National

RuralPolice as their patroIcar radio communication system･

Later further developmentofthe150MCVHF/FMradioequipment,uSedbyour

municipalpoliceandむe-brigadestations,WaSSuggeStedbyGHQ,and,SpeCi丘c-

ationsthereofweresentoutbythecommitteeformunicipalpoliceandfire-brigade

telecommunicationinJune,1950,tOal1radiomunufacturersinJapan･

Accordingtothisrequirement,mOrethan丘fteenmanufacturersstartedtomake

prototypeeqipmentsand weenteredthiscompetitionalso･

Wecompletedtheprototypeequ王pment"PM-111and PILlll=inOctober and

submitted them to the committee.

We secured satisfactoryresults aftersubjectingthemtovery
severe qualifying

and nelding tests by the Electric CommunicationI･aboratory,the ministry of

Telecommunicatio

Thispapercontainsasummaryofthestructures,SpeCialfeatures and charact-

ersofourProto-typeEquipments,tOgetherwiththeresultsofthequalifyingand

fieldingtestinourlaboratry･

We are convinced that our equipments are among thebestinJapan,aSWe have

incorporateddistinctivefeaturesintooursetswebelievethatthey willcontribute

greatlytopublicsecuritywhentheyareputinserviceforourpolice,fire-brigade

and other communication uses.

[Ⅰ]受 信 機

受信機は第l臥第2囲(次貢参照)および第3圃(次

頁参照)に示す同路構成同路按唐および外問をもつ17球

(定電匪放電管を含む)水晶制御二重スーパーヘテロダイ

ソ式周波数褒詞受信機で､移動固定雨用となっている｡シ′
☆ 槌音 党菅菅

日立製作所戸家工場

ヤ←一三/-の構造､移動および固定用に使用する場合の要

領は夫々送信機の場合に準じているので説明を省略する｡

1)性能概要

(a)受信周波数:148-152MC

(b)周波数挙動:第1局部草技静は恒渥糟つき水晶制

御式で周囲温度一200C-50DCにおいて周政教偏差

0.005ヲ石以内
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第1囲

Fig.1.

受 信 機 回 路 構 成 囲

Block Diagrarn of PRX-111Receiver

(C)第Ⅰ局部讃環水晶周波数:(受信周波数一7.5MC)

の1ノ24

(d)第1中間周波数:7.5MC

(e)第2中間周波数:455kc

(f)受信帯域巾:±20kc(6db低下)

(g)擬似周波教感度:⊥60db以下

(b)遅澤度:80kcはなれて60db以上

(i)スケルチ動作入力信光電匿:0.5〃Ⅴ以下(5′`Ⅴま

でスケルチ調整可能)

(j)S/N比:入力電墜0.5〟Ⅴで15db以上､5〟Ⅴ

評 論 第33巻 第12景虎

第3囲 受 信 機 上 面

Fig.3.Top View of PRX-111Receiver

で35db以上

(k)攣調周波数特性:堅調周波数1kc を基

0･3kcで10±3db,3kcで±3db以内

にして

(1)最大無歪出力:1･5Ⅵ7以上(歪率10%)

(m)受信入力インピーダンス:75J2同軸ケーブルを介

して75Jフ茎中最新こ適合する

(n)低周波出力インピーダンス:600J2

(0)入力定格:

低璽 DC又はAC,6V5.5A･

高堅 DC 250V120mA
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2)回路構成

この受 磯ほ第2園のように､高周波嗜隔部､第1局

都築拐部､第1混合部､第1中間周波埼幅部､第2混合

著振部､第2中間周波増幅部､振幅制限部､周波数鐸別

部､低周波増幅部､スケルチ制御部､その他の部分の11

の要素により構成されている｡以下これら各部のうち特

一異な粘のみについて説明する｡
高周波埼幅を2段用いたのほ擬似周波数感匿を減少さ

せるためと､周波数欒換管雉看を無税できる程圧にまで

高周波増幅段の利得を上げS/N比を改善するためである｡

第1局部護振としてはその避倍数を24 とし､その周

波数は受信周波数より第1中間周波数だけ低い偵となつ

ている｡第1局部襲振田水晶は迭 磯の項で述べた周波

激安窯の要求により､迭信機と同様な恒温相中に収容し

こ温度による周波数偏差を極力押えている｡又周波数避倍

を二段行い､インジェクショソ電璽を十分とり､欒換利

得の向上をはかつている｡

振幅制限は2段として､制限数果を良くする｡

低周波増幅には第2園V214の片側の3極管部と､電

力増幅管V215 を用いている｡スケルチ同絡としては

V213の片側の3極管部を雑音増幅､他方の3極管部

を2樋管横領とLて薙音整流に用い､これをV214の他

の3.極管部で直流増幅しV2･16のリレー制御管に加え､

機械的リレー(スケルチリレー)を制御する｡このリレ

･-の按断こより低周波増幅同格を開閉してスケルチ制御

を行って1､る｡

3)高周波増幅部

この種の受信機では高周波増幅部の良否が受信機全盟

の性能を大きく左右するが､その最も問題になる粘は薙

音指数と選揺性であり､これ等は使用眞基管および同調

1司路の方式iこよって殆んど決定される｡使用眞室管とし

てこの周波数帯で現在国産品で賓用されているのは
6

AK5丈であるから､以下同調同路の方式について比較

を行い､高周波増幅部とLて如何なる同路構成が最も望

-まLいかについて吟味する｡

ゝ･(a)同 同格方式の比較

150MC帯附近の超短波増幅静の同調同格としては一

椴粧分布常数同格､集中常数同格の両方が用いられてい

る｡そして前者には同軸型共振器､筏者には所謂LC型

同調同路が用いられることが多い｡本受信機では両者を

併用Lている｡

太磯に用いた同軸塾共振器を第4一周に嘉す｡内管と外

管の直径の比は同軸ケーブルの最小減衰條件を興える同

軸比3.6に近いよう選宕されており(望)､材料は紹旗板

く(ポリスチロ㌧-ル)を除いて凡て鉄鎖金された眞録を用い

ている｡150MC帯では波長が可成り長いため静電容量

～:●‥､∴･:こ

第4固 受信機同軸共振器構造

Fig.4.ConstruCtion of Co→AxialTuner

Of PRX_111Receiver

を終端して連雷の大きさにする｡同調方法として短絡板

を外管内面に摺劃して行うのは接俄不良をおこL易いの

と同調に手間どるため､短絡板は固定して別に可襲撃コソ

デソサーを挿入し(第2圃)これにより同調をとる方法

を採用した｡

同軸型共振器はLC型同調回路に比して

することができ､高周波増幅同濁としての

Qを大きく

性は良く

なる｡第5匡lは同軸塾共振器1個を用いた場合と､■LC

型単一同調同格を用いた場合の選揮性の比較を示したも

のである｡
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第5固 同軸型共振器と LC型同調闇路の蓮樺性

の比較

Fig.5.Comparison of the Selectivity Character

Of the R.F.A.Circuits Used a Co→Axial

Tunerwith a Single Tuned Circuit

然し乍ら同軸型共振器を用いる場合i･ま､ シャーシー

の配置上これを殴り大きくすることができず､終端すべ

き静電容量を大きくLなければならない｡(第4圏の同軸

塾共振器では全同調容量ほ150MCにおいて約40PFと

なる)従って回路の共振イソピーダソスが低く増幅段の
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利得はLC型同調同路を用いる場合にくらべて相雷低く

なる｡

一般に､ 高周波同路の利得と遅澤性とは逆の傾向を

もつ｡即ち､利得をあげようとすると選繹性が悪くなり

還啓性を改善しようとすれば利得は下る｡例えばLC型

同調同絡で言えば､コイルのインダクタソスを大きくし

て同路の共振インピーダンスを上げると(コイル自腹の

Q は同じとして)増幅利得は増すが､眞基管の入出力

インピーダンスのため眞基管を含めての同路の室数Qが

相嘗低下し選樺性が悪くなる｡逆にコイルのインダクタ

ンスを小さくすると､共振インピーダンスが下り利得は

低くなるが､隻数Qの方は同路の共振インピーダンスが

低いため眞基管の入出力インビーガンスのきゝ方が少く

なりそれ程低下せず､従って選揮性は良い(5)｡同軸型共

振器についても同様で､共振器の有数長を長くすると､

利得は増すが貿薇Qが下って選揮性ほ悪くなり､短くす

ると運の傾向になる｡

賓魔の製作上の立場から言えば､利得を要求する部分

にほLC塾同調同格を､選繹性を要求する部分には同軸

型共振器を用いる方が作り易い｡これは､ 受信周波数

帯が狭いため(148-152MC)LC 塾同調同路の方が

bigb-L同格になし易いこと､又同軸塾共振器は1C塾

同調同路よりQが高く､而も教箇縦領して選揮性を改善

することが比較的容易なためである｡

次に､150MC帯超短波受偏機の高周汲嗜幅周絡とL

て薙音指勢(SノN比)および擬似周波蓼感度を考慮した

場合､如何なる同路構成が最も望まLいかについて考え

てみる｡

超短汲受 磯の球音指数を良くするためにi･ま､入力同

詞同路の共振インピ←ダンスを高くL､高周汲増幅部特

に初段の利得を大きくすることが必要であることほ云う

までもない(3)伸｡この意味から高周波噂帽を二段とL_､

入力同路および初段の陽極側にはLC型同調同路を用い

ることにする｡擬似周政教感度の

極同調同格に同軸型共振器せ2

からは､二段目の陽

箇乃至3箇 横して用い

主としてこゝで選揮性を受持たせる｡倍又初段陽極側の

LC同調同路を複同調にし高周波段の選樺性を更によく

すると共に､第一局部襲振同路iこは周波数逓信管を二段

用い､第一遽倍管にほ複同詞同路､第二避倍管には同軸

型共振器を用いて､島部襲環の各高周授に封する選樟性

を良好ならLめる｡

以上の見鞄より､高周波昭福部の同路 或を第6園に

示す如くしたが､以下述べる如くこの構成により S/N

比､擬似犀攻勢感度共に満足すべき韓果を得ることがで

きた｡簡第､6圃に各段の利得寵分を併記した｡

(b)SノN比

ねrJβ以∠戊妬

第6園 受 信 機 利 得 配 分

Fig.6.GainI)istribution of PRX-111

Receiver

前述の如く､S/N比を良くするためには､初段入力

同路の共振インピーダンスを高くすると共に高周波増幅

段の利得を大きくして周政教撃換管選書の影響を域没す

ること､および畠中娘と入力回路との繕今を通常にする.

ことが必要である｡

太受信機の高周汲増幅段の利得は､入力同路の昇匿比

を含めて約48dbで特に初段の利得は23db である｡

(第6圏)従って周波数攣換管渾告は殆んど問題にならな

い｡峯中線と入力同路との結合については､入力コイル

のタップの位置を加減L S/N比が最大になる黙を宴鹸

的に求めた｡

餞低周浸出力同格に3kcの低域礪波界を挿入し､所

要周波数帯域外の薙音を除去することにより S/N比の･

向上を囲っている｡

第7既に固定局のS/N比の宴測結果の一例を京した｡.

横軸は受信機の入力 匡で0.5′〈ⅤをOdb としてい

る｡囲によると､受信機入力胃壁 0.5/上Ⅴ の時のS/N

比ほ18db,5i`Ⅴの時は45dbである｡倍この場合の

J
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賃7固 受信礫信き靖封雑音比

Fig.7.S/N Ratio of PRX-111Receiver_
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20db quietingsignalinputは1.3db(0.58FLV)であ

った｡20db quieting signalinputとは信渋が薙音を抑

贋する程度を表わすもので､信魔のない場合受信機出力

から出ている雑音電璽を20db減少せしむるiこ必要な最

ノJ､入力信競で受信機の感 を表わしたものである(G)｡

装置(第2報) 1055

･(C)擬似周波数感度

太機の如き水晶制御二重スーパーノ＼テロダイソ受信機

の擬似周波数には次の程類がある｡

(i)局部萎振静の各高調波と､中間周波のど-トを

作る周波数｡

】(ii)局部萎振器の各高詞波と､中間周波の整数分の

一のビートを作る周波数｡

(iii)希望周波数より､中間周波数の整数分の一丈離

れた周波数｡

(iv)中間周波数り

(i)の内では､第一局部董振許の各高調波と第一中間

周波数のビートを作るものが最も大きい｡(贋義の影像

周波数)これには水晶護振子の護振周波数を通常に へ

.は擬似周波数を希望周波数より相常離すことが出来､高
周波増幅段､第一局部襲振器遽倍慣の選繹性を良くすれ

ば擬似周政教感度を-70db以下にすることはさほど困

難でない｡

攻笹(iii)は､希望周波数の近傍に生ずることが多い

ので､問題になる｡例えば今､第一中間周波数を
7･5

MC.第二中間周波数を455kcとし､希望周波数を150

MCとする｡150MC-
455
kc(竹=2,3,4‥‥)の妨害

波が到来した場合を考えると､この妨害波に封しては高

周波同路鳥殆んど選繹性がない｡この汲は第一混合管で

周波数欒拶され､7.5MC一
455
kc となり第一中間周波

増幅誇で若干減衰せらjtた径第二混合管に入る｡こゝで

再び周波数襲摸された
455

硯
kcの故の甥倍の高調波は

第二中間周波数となるから､これがそのまゝ第二中間周

汲増幅器を通り妨害波とLて受 されることになる｡こ

の擬似周牧歌に封しては､第一中間周波増幅器の遅澤性

を良くすることゝ､第二混合管の動作状態を通常にして

周波勢欒摂された汲の高調波が出たいようにしなければ

ならない｡このためには第二混今管のイン′ジェクショソ

墾を通常にすることが大切である｡150MC一
7.5
九4C

の妨害波についても同様で第一混合管インジュクショソ

魔の適値を求める必要がある｡

又(ii)の内では希望周波数の近傍のものが大きく､

これが擬似周波恩として現われる択捉､および封策は

(iii)と晴々同 である｡

第8固

Fig.8.

受信横擬似周汲敏感虔

Spurious Frequency Response

Of PRX_111Receiver

(iv)は直接中間周波数をピックアップするもので､

シャーシ㌧-の配置＼シールド等を廼常にすれば問題な
い｡

第8圏に擬似周波数感度の聾測結果の一例を示した｡

この場合､受信周波数は151.41MC,第一､第二中間周

波数は夫々7.5MC,455kc,第一､第二局部葵振静水

晶片の護振周波数は夫々5996.25kc,7045kcである｡囲

の擬似周波数の種煩の瀾で､例えば①24tbとあるのは

第一局部草振器の24倍の高調波を元L､近傍とあるの

は､上記(iii)および(ii)の内の希望周波数の近傍に現

われる擬似周波黎を示す｡固より判る如く､近傍に生じ

(
ミ
)
東
園
1
軋
-
三
壁
樹
霜

∴ ･い
.､ ∴

･1

-

･
･
､

入力電圧甜誠匝明朗

第9固 受信機リ ミ ッ タ ー特性

Fig.9.Limiter Character of PRX-111

Receiver.
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るものが最も大きく､(i)の種類の擬似周波数感匠は何

れも■一70db以下であることが分る｡

(d)その他

中間周波嗜福岡路､振幅制限同路周波数耕別同路につ

いては省略L､第9置けこ振幅制限特性を示すに止める｡

スケルチ同路は､経書増幅管を右しているので30MC

帯のものに比べて更に感度が良い(1)｡

第】0囲は受信機入力電匪とスケルチ管格子 位､ス

ケルチ管湯極電流､およびリレー管揚極電流との関係を

櫛

儲

毒
ミ
握
南
極
痙
面
-
ユ
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一
♂

(
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)
栗
甜
肇
盟
卸
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上
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瀦

〃

〃

(
ユ
)
皇
踵
卜
蟹
卸
ト
ミ
b
K

♂

第10固

Fig.10.

受信機スケルチ抱路特性

Squelch Circuit Character

Of PRX-111Receiver

雑音増幅管のある場合とない場合について比較したもの

である｡置けこよれば､雑音増幅のある場合は､信親電匪

が僅かでも受信機に到来すれば､スケルチ管格子電位は

急速に低くなり､リレ←管陽極電流が増加Lて敏感にス

ケルチリレーを作動させることができ､従って雑音増幅

のない場合に比較して感度が甚だ良いことが判る｡宜測

異によると､第2表(第57貢参照)の如く約0.2て〟Ⅴ

の信坂入カでスケルチ同格を開くことができ､0.5〟Ⅴ

の入力ではスケルチ動作ほ全く確案である｡

[Ⅱ]試

第33巻 第12兢

成 績

試験は主として室内において行う性能試放と､移動厨

を自動車に装備Lて窒用状態に近い状況で行う野外試論

とが行われた｡第1表(第56頁参照)および第2表(第

57貢参照)甘迭信磯および受信機の性能試験の結果であ

り､試験方法･は電気通信研究所で制定した試験法(丁)によ

り行われた｡侍これらの表には

た性能試験結果を併記した｡

気通信所死所で行われ

野外試諭は三同に分けて室施された｡第1同日は昭和

25年10月戸塚工場を中心にして鎌倉､辻堂､平塚の各

方面に､第2同日ほ同年11月東京警視酷を中心にして

東海道戸塚方面および東京都内に､第3同日は同年12

月戸塚工場を中心に逗子､平塚､横濱方面に､夫々自動

車局を移動させて､各種各様の地形､道路状態について

走行鹿部酌500kmの野外整地試放であった｡第1同日

は工場試論とLて行ったもので､第2,3同日は電気通

信研究所が試作機の合否を決定する資料として行われた

ものである｡

固定局昼中旗は第1同および第3同日は戸塚工場研究

課二階屋根上に慣設された地上高約15mのスリーブ塾

垂直1/2波長茎中線で､第2同日ほ東京警祓森屋上に仮

設された地上高 40mの鞄紙付垂直1/4波長塞中線で

ある｡自動革局は第1同および第3同日はダットサント

ラックに他校何重直1/4班長基中線を装備Lたもの､第

2同日ほ警祓露パトロールラヂオカーの屋上に地綴付垂.

直り4波長基中線が装備されたものが使用された｡

賓験は主として151.41MCにより行われたがその結

果を主として前岡行った30MC符の場合(1)と比較要約

すれば次のとおりで､150MC背FMの特長を更拝して

都市警察､消防移動無線電話装置として十分に賓用しう′

るものであることが賓讃された｡

(a)ェソヂソ着火肇音および都市雑音:30MC帯の場合

に較べてその影響は極めて少く受信機振幅制限辞が辛う

じて動作する桂皮の後顧な電界強度の移動通話において

も､さほど通話の明瞭皮を害さないことが判った｡

(b)震動の影響:30MC符の場合の経験を生かして新

に設書計

タル式防

tた振幅制限機構を有するシュゲイングメ

ゴム脚は預期通り極めて効果的で特iこ衝撃iこ

封して着装であることが確認された｡

(C)地形の影響:電界の状況は30MCの場合と可成り

異った影響を受けるらしく第1同日の賓鹸における鎌倉

八幡宮債の切通L?､第3同の宴:漁における逗子市観

の場合の如く 30MC槽のときには電界が弱く通話状況

が飴り良くなかった地裁でも電波の反射が有数に働いて

S/N比20db以上の明快な通話が可能であった｡しか
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し乍ら 汲到来方向と 方向に全然反射物のない山陰の

海岸地帯､例えば第3回目の場合の鎌倉→江ノ島間等は

30MC荷のときに較べて可成り悪い状況となった｡この

現象ほ第2同日の東京都内における貿姦如こおいてもみら

れ､150MC帯が都市内の如く反射物盟が到るところに

ある地域の移動通 用に好適であることが立澄された｡

(d)天候､時間の影響:蜜除目暗が短いので断定は出来

ないが､30MC帯の場合に較べてこれらの影響ほ少いよ

うであった｡

(e)混信:同業メーカーが試験抑こ襲射した同一周波数

の混信を1同受信したが他ほ全然なかった｡

[Ⅲ]用 途

この種装置の用途についてほ緒言において若干述べた

が､次にこれらの用途に関して割雷周波数､運用方法､

所要迭信磯田力､賓用通 距離等の概要を説明する｡

割雷周波数帯は陸上移動業務､海上移動業覇に大別さ

れており､陸上は148-152MC,海上は152→157MC

となっている｡警察､消防､新聞､電力､繊遺等の各通

信用は主として前者に､海上保安､常

信周は主として後者に屈する｡

､漁業等の各通

警察通信用は主に自治控警察用に供され､固定局とな

る警察本部､警察寒等と移動局となるパ1､ロール自動宰

との間､およびパl･ロール自動草間の指令俸達､その他

連絡用として使用される｡現在､日立製150MCFM第

1統一第5親機は横濱市警察本部に納入され150MC背

警察 濃用の我国最初の蜜月局として本年9月開局しそ

の眞償を襲揮しつつある｡消防通信用は主に白治饉滑防

用に供され､固定局となる消防本部､消防老等と移動局と

なる消防指揮自動車､消防自動車等との問､および自動車

相互の指令俸達その他の連絡用として使用される｡新聞

通信用として証に賓用に供せられており､固定局となる

新聞社と移動局となるラジオ自動車との間のニュースの

蓮受､その他の連絡用に使用されている0

ては固定局となる配

力通信用とし

本部､督業所等と移動局となるサ

ービス用自動車との問の指令鰭達､その他連絡用として

使用される｡以上四種類の通信用としては概わ蜜月通話

距離が大都市周遊を限定としていて､澄 ‡穫出力が固定

約50W,移動約25W程度で､距離的20km以内の宴用通

話が可能である｡勿論二の距離は固定局の塞中謀高､電波

俸播方向の地形､地物の状況により大いに左右されるこ

とがあるから､通常に中腿局を設置する場合もあり得る｡

戚道通信用としてほ国章局とたる操車場木部､運碩関

係の本部等と移動局となる操車用機関車､貨物､客奉賛

引用機関車等との間の指令俸蓮､追突防止､その他連絡

用として使用され操専用とLては迭信機出力5W程度-

1057

その他の用途にほ5-50W程匿の田カが必要となる｡

港密通信用としては固定局となる阜頭事務所等と移動

局となる灯萎糖､水先案内用の小挺等との問の連絡用に

使用され､送信機出力は5W程匿で十分にその目的を

達することができる｡

海上保安通信用としては海岸固定局となる海上保安本

部等と海上移動局となる巡頑健､救助贋等との問および

これら舟艇相互間の指令倖達､その他の連絡用として使

用され､迭 磯出力は固定50W,移動25W■程産で海上

100km以上の賓用通話も可熊である｡

漁業通信用としての周波数は154･93MC,155･00MC,

155.25MC,155.41MCの四班が最近割常てられた｡海

洋国窯局となる漁賠基地には上記四波のうちのその都､

道､府､粁に割常てられた一波および156･6MCが､悔

上移動局となる漁階には漁場における漁塘相互の通

として上記四波のうちその地域に割雷られた一波および

156.3MC,156.6MCが夫々使用され､使用可能迭信織

田カには制限がないが大鹿5～10W程匿で70～100km

迄の通話ができ､FM無線機を使用することにより現用

の中波帯使用の場合の如く電離層からの反射う 牧による

他漁場の通話の混信や､雄音による聴更妨害がはるかに

軽減され､小型機掛こよる良質安萱な連絡通 が可熊で

あるから､近い将来に大きい顎髭が預期される｡

この他の用途としてほ､タクシー配専用､銀山用等各

種連絡通話用として､この程装置のもつ特長を活用すれ

ば極めて廣い適用範囲があるものと考えられる｡

[Ⅳ]結 言

以上日立PM-111型､PF-111型150MC-FM無視

諸装置についてその概要を紹介した｡本装置は先に襲

表LたPX-21塾30MC-FM無線 諸装置に数多し､改

良を加え､150MC用としての新研究毒項を盛込んだ新

鋭機であり､特に固定用装置の構造､迭受信機の安定高

能率なVHF 同路､蓮信磯のIDC付 調回路､受信機

の同軸共振器および賓用上多くの特長をもった制御機静

ほ､150MC背特有の電汲侍播特性と相まって､これが

誓用化により都市内移動警察､消防､通信網に劃期的な

活力を輿え､都市公安上絶大な寄輿をなすであらうこと

を確信する:｡餞150MC符は新聞､電力､銭道､自動車

轄舶､港
､漁業等の民間通信にも使用が許されている

ので大方の御理解によって此の方面に将来磨く活用され

我が国の産業経済に寄興できる日の近い事を期待するD

終りに本装置の試作に封して種々御援助を頂いた連合

国軍紙司令部民間通信局のMr･Ⅹawai主要都市警察

消防通信運営委員昏の委員各位､ 気通信研究所賓用化

部竹内課長､染谷､岩井両校官､他聞係々官､終始御協力
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を涙いた中央研:究祈､茂原コニ場の関係各位､および本試

作の遂行を絶えず御随捷下さった戸塚工場幹部各位､試

作および測定に協力された工場の方々に深く感謝する次

第である｡
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電路遮断器の高速度引外機構

第1固はこの贅明機構の原理を示すもので､Rはロー

ラー､ABはローラーを挟む斜面､Sはローラー間に介
挿した舌片である｡斜而ABの両方又は何わ.か一方に外

力Pを加えると､ローラーRは矢印方向に韓がり､舌片

Sを下方に押出する｡このときローラーRは舌片Sの移

動につれて同方向に韓がりつゝ移刺する｡外力Pが同一

とすれぼローラーRの蒋がり運動を介して舌片Sに働く
押出カQは､AB南開の角度βが小さい≠葺合にはPsinβ

となる｡Psinβはこの機構間の連関が仝･く韓がり摩凛の

みより成立つため､その伍を1/2｡以下とすることができ

る｡若し舌片Sを何等かの方法により固定すれぼ､舌片

SとローラーRとの摩擦系教は濠めSinβ より塞かに大

きくとり得る故､前記ローラーRの矢印方向韓がりを抑

止し外力Pに対向して静止することができる｡第2園は

前記原理を利用した電路遮断器高速匿引外機構を示すも

ので､引外電磁石の保持線輪を附勢し､磁束妙により舌片

Sを支持した可動銭心16を吸着し舌片Sを固定してロ←

ラーRの轄がり傾向を抑止し､このローラーに係合する

銑錠レバー2の閉路方向同時力1Ⅳに封向している状態を

示すものである｡今引外電磁石の引外縁輪15 を陶磁す

れば磁束必は可動餞心16側から磁橋13側に移行し､可

動銭心16 を自由

にするから､舌片

SはローラーRの

韓がり傾向を阻止

できなくなり､ロ

ーラーRは銑錠レ
バー2の動作力に

より碑がりつゝ下

方に押劃され､ロ

ーラー問に介挿し
た舌片Sはその二.

倍の速度で下方に

移動し､かくてロ

ーラーRによるレ

バー2の銑鉄を繹
第1圏

山 正 俊

放し遮断券の閉路動作を行わせるものである｡従乗の引

外横棒は一般に引外しを軽くする目的でリンク､レバー

を組合せてW方向作動カを数段に落し最後に引外電磁石

の可動銭心により銑錠する方式が採用ぎれたから､構造

は複畢となるばかりでなく､リンク､レバー間の摩擦祇
抗があり､摩 の攣化によって動作が不確賓とならない
ように一段常りの落す上ヒ率を少くする必要がある｡段数

を多くすることは結局引外しに要する時間を多くするこ

ととなり､死時間を増し､安隙には大型遮断器の高速匿引
外しの目的を達することが至難である｡然るにこの蚤明

の横構によれば大なる摩擦を生ずる場所がなく､何れも
鱒がり摩擦であるため､一段の落し率を1/2｡～1/3｡の高

率とすることができる｡従秀の引外機構と

る機構とを比較した箕凛如こよれぼ161kV
前者は可動

の賢明にな
断罪に於て

心の始動より銃錠レバーの始動まで約0.02
砂以上を要したが､後者は0.002砂以下という好辟果を

得たものである｡ (滑 川)




